あとがき
　　と言う名の、設定集。解放された喜びからテンション高めでお送りします。

　ネタバレ注意。
　いつも忘れてしまうので、今回はもう書いといちゃうことにしました。



『苦い蜜』

　幽霊の女の子と男の子の、いわゆるボーイ・ミーツ・ガールものをやりたかったはずなのに、どうしてこうなった（笑）執筆途中で『青年のための読書クラブ』（桜庭一樹）を読んだ影響がもろに出てる。たぶん僕っ娘のイメージが被ったからかな。

　女の子は幽霊と言うことで、一人称「僕」にの浮世離れしたイメージで。
　　↓
途中で、「自称幽霊」に変化。
　↓
なぜ彼女は自称幽霊なのか？
←定番だけど虐めでいいよね？
　↓
男の子も虐められてるってことで。
　↓
やっべ、女の子虐められそうなキャラじゃなくなった（汗）
←ええい、友達の代わりにと言うことでいいや。
　　↓
　ここまではいいが、さてどうやっておわらせるか。
　幽霊だったら死ななきゃ結ばれないんだよな（初期設定）を利用。
　　　　　　　←そうだ自殺しよう（笑）
　　↓
　ただ自殺するだけでは、どうしようもないので、自殺を利用して色々あばけばいい。

　そして作品に至る。勝気な少女に比べ、少年地味な子だなあ、おい（笑）
　マリーゴールドは花言葉の「悲しみ」とか「嫉妬」とかの方から選びました。一応キク科。
　ちなみに題名は、復讐は蜜の味→でも女の子にとっていい展開じゃなかった＝苦い。
『In THE Room』

　斎倉ありきのこの作品。もともとは引き籠りを外の世界に連れ出す話。

　元はホラーイメージ。実は初期設定では親から斎倉への手紙的な文があったのだけど、蛇足なのでカットされました。
　　　↓
　中盤（物語り二日目あたり）でＳＦ要素を追加。それに関連して最初の方の文章もちょっと変えました。
　　　↓
　ＳＦ要素が処理しきらなくて最後がごちゃごちゃ、と。疫病の話とか一応伏線は張ったのですけどね。斎倉が静司を機械だと思っていることに関してはどういう伏線を張ればいいか悩んで、結局何も伏線がはれていない（汗）

人物設定（名前はランダム作成ツールから、気にいった響きの物を選びました）
　主人公（静司）……あまり特徴のない子。よくよく見ると容姿設定さえもない（笑）
初期設定は大学生だったのに、途中からＳＦに走ったため、普段は何しているかわからない子に。
　　　　　　　　　　親の設定は出すか悩んだ揚句、最後の最後に書いたため、またごちゃごちゃと（汗）書かなくてもいいかなとも思ったのだけど、これがないと説得力に欠ける気がしたのですが、蛇足かな。

　斎倉……うん、斎倉（笑）
「引き籠り」で「変人」。これはもう初期設定からずっとこのまま。電波であることを意識して書きました（ドヤ）
　　　　　ヴィジュアルは白黒なイメージで。力がそれなりに欲しかったから、太りすぎ痩身は避けて、でも筋肉質もないな。→中肉、高背。
初期ではポップンミュージックのケンジだの、ユビートのｆｌｏｗｅｒのジャケットの人だの、後になって考えるとわけのわからんイメージが着いてた。イケメン設定はそこから来たのだろーな。（通じません？　さいですか）最終的には真面目にエドガー・アラン・ポーに出てきそうな感じで。

猫だしたいな。そうだ黒猫！　の時点で、ポー直行余裕でした。作品中にもちゃんと書きましたね。
あとアンドロイドの設定は『明日のロボット』（瀬名秀明）の影響受けてるなあと。
題名はやる気無くてもろそのままです（笑）
